
　住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしていくために、今できていること、これから必要なこと
は何かを地域の方のご意見をもとに、体制づくりをすすめています。
　今回は、２月に開催した『縁つなぎ展』の報告と『ちょこボラサービス』の紹介をします。

　市内の通いの場の紹介や体験コーナー、支え合い活動の担い手として活動したい方や、現在通いの
場を運営している方を支援できる企業やボランティア団体等の縁をつなぐために実施しました。
　当日は９つのブースを設け、訪れた方々、出展者同士で縁をつないでいただきました。

　平成２９年７月から開始したちょこボラサービスですが、利用会員は３００名を超えました。
　「ちょこっとしたお手伝いがあれば、安心して生活を続けることができるのに…」という想いに応
えるために始まったこのサービスですが、実際活動していく中で、利用会員はサービスの受け手と
いうだけではなく、協力会員に対してご自身の得意なことを教えてくださるなど、互いに支え合う
活動も増えてきています。
　利用してみたい方はもちろん、協力会員として自分の得意なこと、自分のできる時間で活動し
てみたいと思われる方は、ぜひご相談ください。

　参加者からは、「こんなにたくさんの
方がボランティア活動されているとは知
らなかった。」「自分も何かしてみた
い。」、出展者からは「地域の支え合い活
動をしている方と、知り合うきっかけに
なった。」との意見が聞かれました。
　今後も、“縁をつなぐ”機会を設けてい
きますので、出展してみたい方、支え合
い活動をされている方や、これからボラ
ンティアを始めたい方は、ぜひご相談く
ださい。
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・安全で、つくりがわかりやすい
・情報提供（案内）が十分されている
・皆で共用できる施設（設備）である

たとえば・・・

　愛知県では、すべての人が円滑に利用できるような施設の整備基準を示した「人に
やさしい街づくりの推進に関する条例」が制定されています。社会福祉協議会のある
尾張一宮駅前ビル（i-ビル）もこの条例の基準に沿った施設です。10回目の節目の今
回は、身近なi-ビルを通じて、快適な環境とバリアフリーの実例をご紹介します。

　車いすで乗れる幅だけでなく、エレベ
ーター内での回転や移動に必要な奥行
きも確保されています。また、ボタンを押
すために手が届く範囲と目線の高さも考
慮されており、１人でも安心して使えま
す。

　車いすをこぐときは手がふさがるため、両
手を使わずに開閉できるドアはストレスがあ
りません。多目的トイレのドアは、吊り戸にな
っていてあまり力がなくても片手で開けるこ
とができ、出入りの際も床に段差や溝がない
ため安心です。

　普段何気なくi-ビルを利用していますが、車いすに乗っていても「何とか」ではなく
「無理なく」使えるよう配慮された施設は、生活に安心感を与えてくれるのだと改めて
実感しました。
　「人にやさしい街づくりの推進に関する条例」では、施設のバリアフリー化だけでな
く、設備の機能が妨げられないよう県民の「理解と協力」も求められています。お互い
を思いやる「心のバリアフリー」の広がりが、気兼ねなく過ごすことができる快適な環
境の広がりにつながり、一宮市がますます“人にやさしいまち”になることを願ってい
ます。

　狭い通路を通るとき、気遣いで道を譲
ってくださる方がいます。ありがたい反
面、申し訳なさもあります。車いす同士で
もすれ違える通路幅が確保されているた
め、ベビーカーなどにもやさしい広さで
す。
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開催日：令和２年２月２５日（火）
会　場：尾西生涯学習センター 講堂

【問合先】 本部(℡ 85-7024)
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